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泥汚磨産む含質物悼射放･
の

莱産原石

放
射
性
物
質
を
含
む
産
廃
汚
泥
｢
ア

イ
ア
ン
ク
レ
イ
｣
の
法
的
な
規
制
が
､

文
部
科
学
､
黄
境
､
厚
生
労
働
､
経
済

産
業
の
4
省
の
責
任
の
押
し
付
け
合
い

で
常
に
浮
い
て
い
る
｡
罰
則
を
盛
り
込

ん
だ
関
係
法
令
が
存
在
し
な
い
中
､
長

年
に
わ
た
り
デ
-
タ
を
改
ざ
ん
し
て
ア

イ
ア
ン
ク
レ
イ
を
捨
て
て
い
た
化
学
メ

ー
カ
-
･
石
原
産
業
(
大
阪
市
)
の
｢
捨

て
得
｣
に
な
る
可
能
性
も
出
て
き
た
｡

(
本
田
直
人
､
小
泉
浩
樹
､
月
舘
彩
子
)

董喜詔｢捨て得｣の可能性も
1
8
日
午
後
､
東
京
･
参
院
議
員

会
館
｡
市
民
団
体
｢
放
射
能
の
ゴ

ミ
は
い
ら
な
い
-
市
民
ネ
ッ
ト

･
岐
阜
｣
　
(
兼
松
秀
代
代
表
)
と

｢
四
日
肺
病
苧
公
害
市
民
塾
｣

(
中
田
悌
天
代
表
)
の
メ
ン
バ
-

ら
が
､
文
部
科
学
､
環
境
､
厚
生

労
働
､
経
済
産
業
の
4
筈
の
担
当

者
と
向
き
合
っ
た
｡

不
正
に
捨
て
た
ア
イ
ア
ン
ク
レ

イ
を
石
原
産
業
に
全
量
撤
去
さ

せ
､
排
出
元
の
四
日
市
工
場
(
≡

重
県
四
日
市
市
)
で
厳
重
に
管
理

す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
再

発
防
止
に
向
け
た
法
整
備
を
求
め

る
兼
松
さ
ん
た
ち
に
､
4
筈
の
担

当
者
は
異
口
同
音
に
｢
自
分
の
筈

の
所
管
で
は
な
い
が
､
4
省
で
協

議
す
る
｣
｡

会
合
の
仲
介
を
し
た
川
田
龍
平

参
院
議
員
は
｢
省
庁
間
の
責
任
の

押
し
付
け
合
い
は
､
薬
害
エ
イ
ズ

事
件
で
も
問
わ
れ
た
行
政
け
貨
る

不
作
為
の
繰
り
返
し
だ
｣
と
あ
き

れ
る
｡

アイアンクレイなど放射性

物質を含んだ産廃の扱いをめ

ぐっては､1

8年も前から法令

の不備が指播されてきたo

別のチタン製造会社で発覚

した問題を受けて91年､科学

技術､厚生､通産､労働の4

省庁が通達で示した自主管理

基準と厚生省の通知があるだ

けで､いずれも罰則規定はな

く実効性に乏しい｡

今回発覚した石原産業の不

正は､これにつけ込むかのよ

うにアイアンクレイの放射線

量率の測定デ-タを自主管理

基準よりも低くなるように改

ざん｡三重県環境保全事業団

が運営する四日市市内の2処

分場､同県伊賀市と兵庫県三

木市の処分場､岐阜県本巣市

のセメント会社に持ち込んで

いた｡
三重県地球温厚化対策室に

よると､排出されたアイアン

ク
レ
イ
の
放
射
線
量
率
は
最
大
o

･
5
6
訂
グ
レ
イ
で
､
基
準
の
4
倍

に
も
の
ば
る
｡
た
だ
､
同
室
は

｢
人
体
に
影
響
を
与
え
る
放
射
線

量
率
は
2
8
･
5
訂
グ
レ
イ
以
上
と

さ
れ
､
自
然
界
の
数
値
に
近
い
各

処
分
場
の
測
定
値
と
か
け
離
れ
て

い
る
｣
と
主
張
｡
｢
国
と
協
議
す

る
が
､
全
量
撤
去
は
現
実
的
で
は

な
い
｣
と
消
極
草
勢
だ
｡

1
 
7
年
前
に
通
達
を
出
し
た
4
省

も
｢
基
準
を
超
え
る
産
廃
が
工
場

外
に
搬
出
さ
れ
る
ケ
-
ス
は
想
定

外
で
､
4
筈
で
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
が
､
法
令
が
な
い
以
上
､

ど
こ
ま
で
権
限
を
及
ば
せ
る
の

か
｣
と
及
び
腰
だ
｡

文
科
省
は
｢
現
に
産
廃
処
分
場

内
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
放
射
性
物

質
は
､
う
ち
は
手
を
突
っ
込
め
な

い
｣
と
環
境
省
に
責
任
を
転
嫁
｡

一
方
､
環
境
省
は
｢
放
射
性
物
質

に
よ
る
土
壌
汚
染
な
ど
の
防
止
措

置
は
､
原
子
力
基
本
法
そ
の
ぼ
か

の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
､
所

管
は
文
科
省
だ
｣
と
反
論
す
る
｡

責
任
の
な
す
り
合
い
を
よ
そ

に
､
経
産
省
は
｢
チ
タ
ン
工
業
の

業
界
を
指
導
す
る
立
場
で
問
題
意

識
は
共
有
す
る
｡
通
達
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
に
業
界
の
状
況
を

樺
課
す
る
｣
と
､
法
整
備
に
は
否

定
的
な
見
解
を
主
張
｡
厚
労
音

は
､
噸
探
す
る
場
合
の
作
業
従
事

者
の
被
曝
管
理
の
み
を
問
題
視
す

る
｡
こ
の
ま
ま
で
は
､
法
令
整
備

が
進
ま
な
い
ば
か
り
か
､
不
正
に

持
ち
込
ま
れ
た
ア
イ
ア
ン
ク
レ

イ
の
全
量
撤
去
で
は
な
く
搬
入
先

の
処
分
場
で
覆
土
し
て
お
し
ま

い
､
と
い
う
結
論
に
な
り
か
ね
な

r
 
0

l
し

兼
松
さ
ん
は
｢
石
原
産
業
の

『
捨
て
得
』
壷
追
認
す
る
よ
う
な

結
論
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
､
4
筈

庁
通
達
は
無
意
味
で
､
放
射
性
物

質
の
産
廃
は
埋
め
放
題
と
い
う
こ

と
に
な
る
｣
と
批
判
す
る
｡

ア
イ
ア
ン
ク
レ
イ
　
石
原
産
業

両
≠
糊
凶
の
主
力
製
品
｢
酸
化

チ
タ
ン
｣
の
製
造
過

川
田
参
院
議
員
(
左
か
ら
2
人
目
)
の
司
会

で
､
4
省
担
当
者
と
協
議
す
る
市
民
団
体
の
代

表
ら
=
1
 
8
日
､
東
京
都
千
代
田
区
の
参
院
寧
貝

会
館
､
本
田
写
す

穫
で
生
じ
る
廃
硫
酸
の
ほ
か
､
農

薬
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
工
程

か
ら
出
た
廃
液
を
混
ぜ
て
脱
水
処

理
し
た
汚
泥
｡
放
射
性
物
質
は
､

酸
化
チ
タ
ン
の
原
料
･
チ
タ
ン
鉱

石
に
含
ま
れ
て
い
る
｡

国
の
自
主
管
理
基
準
　
9
0
年
に

岡
山
県
内
の
チ
タ
ン
工
蕩
か
ら
排

出
さ
れ
た
産
廃
か
ら
通
常
よ
り
高

い
放
射
線
が
検
出
さ
れ
て
問
題
化

し
た
の
を
受
け
て
､
ア
イ
ア
ン
ク

レ
イ
な
ど
放
射
性
物
質
を
含
む
産

業
廃
棄
物
の
扱
い
に
つ
い
て
､
9
1

年
6
月
､
当
時
の
科
学
技
術
､
厚

生
､
通
産
､
労
働
4
省
庁
が
処
理

方
針
を
ま
と
め
､
関
係
自
治
体
や

メ
-
カ
-
に
通
達
を
出
し
た
｡
通

達
は
｢
廃
棄
物
の
空
間
放
射
線
量

率
が
1
時
間
当
た
り
o
･
1
4
訂
グ

レ
イ
以
下
に
限
り
､
放
射
線
を
測

定
､
記
録
し
た
う
え
で
工
場
外
に

搬
出
で
き
る
｣
と
自
主
管
理
基
準

を
設
け
た
｡

さ
ら
に
､
厚
生
省
(
現
在
は
環

境
省
が
所
管
)
は
自
治
体
に
対

し
､
｢
処
分
場
に
持
ち
出
さ
れ
た

チ
タ
ン
廃
棄
物
は
メ
-
カ
-
の
責

任
で
回
収
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る

よ
う
指
導
す
る
こ
と
｣
と
す
る
通

知
を
出
し
た
｡


